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若
い
世
代
「
平
和
を
守
り
た
い
」
と
ゲ
ー
ト
前
へ 

 

ロシアは侵略行為をやめ直ちに停戦を！ 
ヘリ基地反対協の呼びかけ 名護市で集会とデモ 

私たちの未来に戦争や基地、核はいらない 
 

ゲ-ト前や集団申告でウクライナ国民と連帯 

 

石 
 

２
８
日
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
座
り

込
む
人
の
平
均
年
齢
が
一
気
に
若
返
り
ま
し
た
。
首
都

圏
の
高
校
生
中
心
の
民
主
青
年
同
盟
（
民
青
）
の
グ
ル

ー
プ
１
１
人
と
、
大
阪
か
ら
母
親
と
一
緒
に
未
就
学
や

小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
も
駆
け
つ
け
た
か
ら
で
す
。 

 
民
青
の
女
高
生
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
こ
と
も
あ
り
、

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
平
和
を
守
り
た
い
と
思
っ

て
沖
縄
に
き
ま
し
た
。
座
り
込
み
の
現
場
は
少
し
怖
か

っ
た
で
す
。
同
じ
日
本
で
こ
の
よ
う
に
平
和
の
た
め
に

毎
日
闘
っ
て
い
る
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
シ
ョ

ッ
ク
で
す
。
私
た
ち
の
未
来
に
戦
争
や
基
地
、
核
兵
器

は
無
く
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

日本母親大会が「辺野古」にカンパ 
 「日本母親大会 in 沖縄」が昨年 11 月 13 日、オンラ
インで１万 2000 人超の参加で開催されました。同実行
委員会は全国の参加者にカンパを呼びかけ多くのカン
パが寄せられました。実行委員会はその一部を 25 日、
沖縄県母親連絡会波平文子事務局長を通じてヘリ基地
反対協議会、名護共同センターの代表に手渡しました。
ヘリ基地反対協の仲本興真事務局長と共同センターの
具志堅徹共同代表は「現場のたたかいへ大きな激励にな
ります。心から感謝します」と話しました。 

ゲ
ー
ト
前
で
２
４
日
、
県
内
各

地
島
ぐ
る
み
か
ら
５
０
人
ほ
ど
が

座
り
込
み
。「
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」

の
糸
数
慶
子
共
同
代
表
・
前
参
院

議
員
も
（
左
写
真
右
端
）
参
加
し

ま
し
た
。
糸
数
氏
は
、「
ロ
シ
ア
の

侵
略
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
日
本

も
非
軍
事
で
の
支
援
と
国
際
世
論

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
。
辺
野
古

新
基
地
建
設
を
許
さ
な
い
と
、
こ

の
現
場
で
県
民
が
頑
張
る
こ
と
が

平
和
を
め
ざ
す
国
際
連
帯
を
広
げ

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

ヘリ基地反対協が呼びかけ 名護市で集会とデモ 

重税反対集会で黙とう 
名護民商などが 25日、重

税反対第 2 次北部集会と集
団申告を 120人余の参加で
開催。ロシアの侵略で犠牲
となったウクライナ国民を
悼み 1 分間の黙とうを捧げ
ました（写真右）。ウクライ
ナ国民への支援カンパが呼
び掛けられ第 1 次との合計
で 20万円余寄せられ、ユニ
セフ等に届けられます。 

 

 
 

カ
ン
パ
を
渡
す
波
平
さ
ん
（
右

端
）
と
左
へ
具
志
堅
氏
、
仲
本

氏
ら 

 

南部戦跡巡りも 
民青のグループは前

日、ひめゆりの塔や轟ガ

マなど南部戦跡も視察

しました。戦争状態にあ

るウクライナの青年や

子どもたちにも思いを

馳せて「平和の大切さ」

をかみしめたようです。 

ヘ
リ
基
地
地
反
対
協
議
会
の
呼
び
か
け
で

２
５
日
、
名
護
市
内
で
「
ロ
シ
ア
の
無
差
別

攻
撃
を
許
す
な
！
侵
略
行
為
を
や
め
直
ち
に

停
戦
を 

名
護
市
民
集
会
」
を
開
き
、
市
民

約
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
反
対
協
の
中

村
善
幸
共
同
代
表
（
名
護
市
議
）
が
主
催
者

あ
い
さ
つ
し
、
市
議
や
市
民
が
リ
レ
ー
ト
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。
共
産
党
の
吉
居
俊
平
市

議
（
写
真
左
）
が
「
沖
縄
戦
を
体
験
し
た
沖

縄
と
戦
争
被
爆
国
の
日
本
か
ら
こ
そ
戦
争
反

対
、
核
兵
器
使
用
は
絶
対
許
さ
な
い
、
の
声 

 
 
 
 
 
 
 
 

を
大
き
く
し
て
い
こ 

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

デ
モ
に
激
励 

集
会
後
、
中
心 

街
を
ひ
ん
ぴ
ん
ガ
ジ

ュ
マ
ル
ま
で
デ
モ
行

進
し
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
。
店
主
や
客
が
手

を
振
っ
て
激
励
し
て

い
ま
し
た
。 

 


